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副会長・教育委員会　清川貴子
東京事務局・教育委員会　松原　修

今回も，外科病理診断講習会と病理解
剖診断講習会の 2つを開催しました．事
務局として，昨年から引き続き（株）
MAコンベンションコンサルティング

（MACC）の堤　奈緒さんと戸部美幸さんにも大変お世話になりました．講
演講師，添削講師はもとより，関係者皆様のご協力に感謝申し上げます．以
下，講習会について簡単に報告致します．
外科病理診断講習会はWeb（オンデマンド）形式で開催し，参加登録人数

は92名でした．本講習会の目的に鑑み，昨年より領域を 2分野多いプログ
ラムを設定し， 9名の講師に依頼しました．ハンドアウトを受講者が視聴
画面からダウンロードする方法にした点，受講者からの質問と講師の回答を
まとめたQ&A集を視聴期間終了後に受講者全員に送付する点は昨年と同様
です．
外科病理診断講習会の目的は，広い範囲の臓器を対象とした外科病理診断

入門コースの講義を行い，病理専門医試験受験前後の若手病理医の外科病理
診断力の向上に役立てることです．専門性の高い秋のJDIAP教育セミナーに
対して，本講習会では，各臓器の専門家を講師とし，基礎的な知識をわかり
やすく解説することを意図しています．

参加申込期間：2022年 6月 1日（水）10：00～ 6月28日（火）18：00
申込方法：IAP日本支部ホームページから
Web視聴期間：2022年 6月16日（木）10：00～ 6月29日（水）23：59
受講料：25,000円，クレジット決済のみ
講師およびコース：
頭頸部病理：上気道病変　　　　　　　　　	湊　　宏　石川県立中央病院
呼吸器病理：肺生検診断の基本　　　　　　	松原　修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	平塚共済病院／がん研究会がん研究所
乳	腺	病	理：良悪性鑑別の要点　　　　　　	森谷卓也　川崎医科大学
婦人科病理：子宮頸部病変の基本　　　　　	清川貴子　東京慈恵会医科大学
泌尿器病理：前立腺癌病理診断の基本知識　	都築豊徳　愛知医科大学
消化管病理：胃生検診断の基本　　	 九嶋亮治　滋賀医科大学
肝	臓	病	理：肝針生検の病理診断　	 羽賀博典　京都大学
胆道系病理：胆道系病変の病理　　	 相島慎一　佐賀大学
骨軟部病理：骨軟部腫瘍病理診断の基本　	 小田義直　九州大学
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病理解剖診断講習会は，外科病理と同様に申し
込みはIAP日本支部ホームページからで，受講料
25,000円（税込），クレジット決済のみとしまし
た．定員は先着順に40名とし，最終的に40名が
参加登録しました．
病理解剖診断講習会の狙いは，若手病理医が直

面する病理解剖診断書の作成にあたっての工夫，
コツを学んでもらうことです．
開催方式は，実際の 1症例を模擬症例として

提示し，臨床経過・検査データ・画像のコピー・
マクロ写真，組織のガラス標本を発送しました．
臨床資料や肉眼写真などは，事前にお知らせした
URLからダウンロードしていただきました．受講
者は病理解剖報告書を作成してe-mailで提出し，
講師陣が添削して講評と模範解答をそえて返送す
るというものです．ガラス標本・資料は 6月15
日（水）から郵送を開始しましたが，土日の配達
がお休みのために配達が遅れてご迷惑をかけたこ
ともあったと思います．
解答提出締め切りを 6月25日（土）に設定し

ていましたが，10名以上に催促のmailをお送り
することとなり， 7月 3日の夜に全員分が揃い
ました．添削講師は，羽賀博典（京都大学），原
田憲一（金沢大学），松原　修（平塚共済病院／
がん研究所）の 3名です．添削と講評は個々の
受講者に送付済みですが，分布は，評価Aが 9名
（22.5%），Bが17名（42.5%），Cが12名（30.0%）
でした．
今回も受講生の皆さん，ご苦労様でした．

教育委員長　羽賀博典

国際病理アカデミー（IAP）日本支部は，病理
学教育セミナーをオンライン形式で開催いたしま
す．病理診断講習会は企業協賛のため臨床教育講
演の部分は質疑応答を含めたライブ配信のみで
す．ほかの部分はオンデマンド配信となります．
病理診断講習会は，がんゲノム医療を実践する

上で大きな課題の一つである「原発不明がん」が
テーマです．原発不明がんには一定の治療法と診
療ガイドラインがあり，原発部位の推定や治療方
針決定のために免疫染色を用いた診断を行う機会
が増えています．本企画は，企業協賛により，が
ん治療で活躍されている第一線の臨床医を講師と
してお招きします．

主催：IAP日本支部

閲覧・視聴期間：
・	病理診断講習会：11月19日（土）に臨床教育
講演をライブ配信，以後は病理教育講演を12
月 4日（日）までオンデマンド配信．

・	スライドセミナー：
　11月20日（日）～12月 4日（日）
・	バーチャルスライド（スライドセミナー）：
　11月 1日（火）～12月31日（土）
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プログラム
1．病理診断講習会
テーマ：「原発不明がん」
企画・コーディネーター：
　都築豊徳（愛知医科大学医学部病理診断学講座）
　羽賀博典（京都大学医学部附属病院病理診断科）

〈ライブ配信〉
15：00～15：30【臨床教育講演 1】
　安井久晃先生（	神戸市立医療センター中央市民

病院腫瘍内科）
　「原発不明がん診療の現状と課題」
　司会：羽賀博典
　協賛：	ブリストル・マイヤーズ	スクイブ株式

会社，小野薬品工業株式会社
15：30～16：00【臨床教育講演 2】
　安藤正志先生（愛知県がんセンター薬物療法部）
　「原発不明がんの診療における遺伝子検査」
　司会：都築豊徳
　協賛：中外製薬株式会社

〈オンデマンド配信〉上記ライブ配信の終了後
【緒言】
　都築豊徳先生（	愛知医科大学医学部病理診断学

講座）30分
【病理教育講演 1】
　笹島ゆう子先生（	帝京大学医学部病理学講座・

病理診断科）30分
　「組織形態からみた原発不明がんの鑑別診断」
【病理教育講演 2】
　伊藤智雄先生（	神戸大学医学部附属病院病理

部・病理診断科）30分
　「免疫染色からみた原発不明がんの鑑別診断」

2 ．スライドセミナー
New!	 脳腫瘍の病理
	 	 横尾英明（	群馬大学大学院医学系研究科

病態病理学）
＊	 　	 甲状腺腫瘍
	 	 近藤哲夫（山梨大学医学部人体病理学）
＊	 　	 リンパ腫　―節外性―
	 	 田中健大（岡山大学学術研究院
　　　　　　　　　医歯薬学域病理学）
＊	 　	 胸膜／腹膜中皮腫とその鑑別疾患
	 	 鍋島一樹（福岡徳洲会病院
　　　　　　　　　病理診断センター）
＃　　	 食道胃接合部・胃・十二指腸の病理
	 	 河内　洋（がん研究会有明病院
　　　　　　　　　臨床病理センター病理部）

＃　　	 乳腺の病理
	 	 森谷鈴子（滋賀医科大学附属病院病理部）
＃　　	 	肝病理診断：肝病態の多様性とオーバー

ラップ
	 	 原田憲一（金沢大学医薬保健研究域
　　　　　　　　　医学系人体病理）
＃　　	 膵の病理（非腫瘍おび腫瘍）
	 	 能登原憲司（倉敷中央病院病理診断科）
＊：今年と来年行われる予定のコース
＃：今回で終了するコース

病理専門医資格更新単位：病理診断講習会は60
分聴講毎に 1単位（予定）．スライドセミナーは
1コース受講で 2単位， 2コース受講で 4単位，
3コース受講の場合でも付与される単位は 4単
位（ 2コース分まで）です．

参加方法：IAP日本支部ホームページ（https://
www.iapjapan.org）からオンライン登録，クレ
ジットカード決済のみ．病理診断講習会，スライ
ドセミナーともに，事前の申込みと受講料の支払
いを完了している必要があります．

参加申込期間：
　2022年10月 3日（月）10：00～12月 3日（土）

受講料（税込）：

※	病理診断講習会はハンドアウト（PDF，病理教
育講演のみ）、スライドセミナーはバーチャル
スライド閲覧・ハンドアウト（PDF）がそれぞ
れ含まれています．

※	会員料金の適用条件：2022年 9月 1日（木）
の時点で、2021年までの会費を全額納入して
いること．新規入会会員は、2022年 9月 1日
（木）までに入会手続きが完了していること．

問い合わせ先：
IAP日本支部 教育委員長　羽賀	博典
京都大学医学部附属病院病理診断科・病理部
〒606-8507 京都市左京区聖護院川原町54
TEL：075-751-4946
Email：pathology@kuhp.kyoto-u.ac.jp

一般会員 ジュニア
会員

シニア
会員 非会員

病理診断講習会  5,000円 3,000円 無料  8,000円

スライドセミナー
（ 1コース） 10,000円 5,000円 10,000円 15,000円
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石川県立中央病院病理診断科　湊　宏

忘れられない 1例とのことだが，最近忘れる
ことが得意となり，思い出せない，あるいは記憶
をたどるのに時間がかかるようになってきた．
ひょっとしてあまり感動のない人生を過ごしてき
たのかも知れないが，たまたま30年くらい前の
症例で，思い出せた症例があった．大学院時代に，
学位の研究とは関係ないが症例報告を書こうとし
ていた剖検例のことである．何の疾患で亡くなっ
たかはすっかり忘れてしまったが，胆嚢壁にたま
たま甲状腺濾胞組織が見られたのだ．乳頭癌の核
所見は明らかでなく，とりあえず甲状腺組織には
癌はみられず，異所性甲状腺組織として英文論文
をほぼ書き上げたのだが，念のためと思って甲状
腺組織の全割標本と深切り切片を作製してみたと
ころ，何と 1切片に微小な乳頭癌が認められ（て
しまっ）たのである．胆嚢の病変は確か 1㎝前
後の病変で，それでも異所性の甲状腺ではないか
と思ったが，やはり転移の可能性を完全に否定で
きず，結局未投稿のままでストップしてしまった．
そのうち大学院を修了し，いつのまにかうやむや
になってしまった．果たして，転移だったのかや
はり異所性組織であったのか結論は出ていない．
現在であれば，その気になれば両者の遺伝子異常
を調べることも可能であったかも知れない．ちな
みに胆嚢で異所性甲状腺組織が記載されたのは自
分が調べた限り1969年が最初で1）， 2例目が
1998年である2）．その後現在まで胆嚢の異所性甲
状腺組織の論文は10指に満たない3）．またそのう
ちのいくつかは既存の甲状腺組織が調べられてい
ない．機序としては前腸組織の遺残として，甲状
腺組織がたまたま存在したのではないかという説
が考えられているが，よくわかっていない．自分
が報告していれば 2例目となったのか，また転
移としても胆嚢への単独転移はほとんど報告がな
く，それはそれなりに価値があったのかもしれな
い．何事も最後まできちんと仕事をし記録に残す，
あるいは疑問な点は最後までしっかり追及すると
いう病理医としての態度を欠した例である．今後
これを機に忘れてしまうのか，生涯忘れられない
1例になるのかはわからないが，病理医として
反面教師の意味で記載させていただいた．残念な
がら職場の引っ越し等を転機に，このような機会
ももうないだろうと撮影したネガ等を数年前に捨
ててしまった．この点に関しても今悔やんでいる
ところだ．とくに若い病理の先生方には疑問に

思った症例は大事にして大いに追及していただき
たい．

1）Curtis	LE,	Sheahan	DG.	Heterotopic	tissues	
in	the	gallbladder.	Arch	Pathol	1969;	88:	677-83.
2 ）Harach	HR.	Ectopic	thyroid	tissue	adjacent	to	
the	gallbladder.	Histopathology	1998;	32:	90-1.
3 ）Li	Y,	Li	S,	Wang	M,	Tong	L.	Ectopic	thyroid	in	
the	gallbladder	accompanied	with	gallbladder	
adenoma:	A	case	report.	Medicine	2019;	98:	
e18293.

IAP日本支部会長　小田義直

10月にSydneyで開催されるIAP	Congressにお
いて，2026	Fukuoka	Congressの宣伝を兼ねて
JDIAPのコンパニオンミーティングが下記の通り
企画されました（https://iap2022.com/program/：
図 1）．演者は九嶋亮治先生，小田義直，増田し
のぶ先生，長村義之先生，原田憲一先生，松原修
先生の 6名で，座長は松原先生と小田の予定で
す．10月15日の14：45～16：15と現地開催最終
日の閉会式前の時間帯ですが現地参加登録の皆様
はもちろんのこと，バーチャル参加登録された皆
様も是非視聴をお願いいたします．長村IAP会長
がSydney	Congressの会長Prof.	Jane	Dahlstrom
にJDIAPのプレゼンスを示す場を要請したとこ
ろ，このコンパニオンミーティングの場を作って
いただきました．JDAIP会長である小田の発表中
に2026	Fukuoka	Congressの宣伝も予定しており
ます．さらに会場中にJDIAPのデスクを確保し
2026	Fukuoka	Congressのポスターやチラシを置
いてもらうことを企画しております．またデスク
に置くお持ち帰り用の特製ピンバッジも作製中で
す（図 2）．

--------------------------------------------------
Japanese	Division	of	IAP	Companion	Meeting
Room	C4.2
October	15	(Sat),	2022	from	14:30-16:00

セッションタイトル：
Immunohistochemistry	or	molecular	tests	for	
diagnosis	and	therapeutic	implication	in	
surgical	pathology

“Bridge to a Cure”： IAP2022 in 
Sydneyでの日本支部関係会議について

特集：忘れられないこの 1 例
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座長：
Yoshinao	Oda	&	Osamu	Matsubara

演者：
1．Ryoji	Kushima,	MD,	Shiga	University	of	
Medical	Science,	Otsu,	Japan
Gastrointestinal	tract:	Non-ampullary	duodenal	
tumors 	- 	phenotypic 	c lass i f icat ion	and	
molecular	abnormality	-	
2 ．Yoshinao	Oda,	MD,	Kyushu	University,	
Fukuoka,	Japan
Soft	tissue:	NTRK	rearranged	spindle	cell	
neoplasm	and	its	related	tumors
3 ．Shinobu	Masuda,	MD,	Nihon	University	
School	of	Medicine,	Tokyo,	Japan
Breast:	Revisited	HER 2 :	A	new	insight	into	old	
knowledge

4 ．Robert	Y.	Osamura,	MD,	Nippon	Koukan	
Hospital	&	Keio	University	School	of
Medicine,	Kawasaki	&	Tokyo,	Japan
Endocrine:	Gastroentero-pancreatic	NET	and	
NEC:	 Immuno-molecular	approaches	for	
diagnosis	and	therapy
5 ．Kenichi	Harada,	MD,	Kanazawa	University,	
Kanazawa,	Japan
Liver:	Indoleamine	2,3-dioxygenase- 1 	(IDO 1 )	
expression	predicting	 immune-mediated	
cholangiopathy	in	primary	biliary	cholangitis	and	
immune	checkpoint	inhibitor-related	liver	injury
6 ．Osamu	Matsubara,	MD,	Hiratsuka	Kyosai	
Hospital	/	The	Cancer	Institute	/	National
Defense	Medical	College,	Kanagawa,	Japan
Lung:	Development	of	molecular	targeted	
therapy	and	pathohistological	diagnosis	of	lung	
cancer

図 2　作製中のピンバッジデザイン

図 1　プログラム．矢印がJDIAPのコンパニオンミーティング
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吉野　正

九嶋亮治理事，長嶋洋治理事の任期満了につき，
理事指名委員会を 8月から 9月にかけて開催予
定です（メール会議になる可能性あり）．委員会
では次期理事候補者について慎重に審議し，最終
的に 4名の理事候補者を選出する予定です．個
人的意見としては，JDIAPもSDGsの観点からジェ
ンダーバランスも重視すべきだと思っておりま
す．理事選挙期間（予定）は10月 1日（公示）
から14日（開票）で， 4名中 2名が当選し，後
日の理事会，総会で報告・承認されることになり
ます．次期理事の任期は2023年から2025年です．

理事指名委員等：吉野　正（委員長），加藤良平（副
委員長），松原　修（委員），長村義之（委員），
都築豊徳（委員），原田憲一（委員），清川貴子（ゲ
スト委員），小田義直（会長），玉野裕子（金沢事
務局）

広報委員会

我々が日常行なっている病理診断では顕微鏡を
通して組織や細胞の形に独特な特徴が観察され，
印象に残ることも少なくありません．本特集では，
そのような形の特徴にこだわり，病理医である観
察者の感性でその面白さや診断上の有用性をイラ
ストに表現，あるいは顕微鏡画像に見出した作品
を数点ご紹介したいと思います．読者それぞれの
視点で楽しんで頂くことができれば幸いです．ま
た，皆様の中にもこの様なユニークな病理イラス
トや画像をお持ちの方がいらっしゃいましたら本
誌面で紹介させていただきますので，当支部広報
委員会宛（jdiappubinfo@gmail.com）にどうぞ
お寄せください．

タイトル：「臍帯の喜怒哀楽」
� 川崎医科大学　病理学　佐貫史明

本作品は臍帯の断面の組織切片をそのままス
ケッチしたものです．ひとつとして同じ顔はなく，
ユニークな表情に出会うと思わず私も微笑ましさ
を感じます．

タイトル：「甲状腺コロイドによるアート」
� 山梨医科大学　人体病理学　近藤哲夫

甲状腺穿刺吸引細胞診では濾胞上皮細胞，コロ
イド，炎症細胞が主に採取される成分であるが，
コロイドによって思いがけないアーティスティッ
クな模様が出現することがある．図はいずれも頸
部超音波検査で腺腫様甲状腺腫が推定された甲状
腺結節に対して行われた細胞診（パパニコロウ染
色）である．標本作成はルーチンの圧挫で行われ

理事指名委員会報告

特集：病理画像アート

6



ており，意図的な操作は加えられていない．図A
は南国の植物を思わせるカラフルな葉っぱ状の模
様が出現している．図Bはムカデ状の形容し難い
分岐構造がみられる．甲状腺細胞診でコロイド模
様が常にでるわけでなく，採取されたコロイドの
量，粘調度，塗抹手技の条件がそろったときにこ
のような奇妙な模様がでるようである．コロイド
模様の出現は細胞診の判定と直接は関係しない
が，豊富なコロイドが前提となるため良性結節で
出現しやすい現象と思われる．

タイトル：「核の溝」
� 川崎医科大学　病理学　古城裕加里

「核溝」は，核膜がひだ状に陥入したものと定
義されており，顕微鏡下では核はしばしばコー
ヒー豆状の形態をとります．こうした核の特徴は，
疾患を診断するための重要な手がかりのひとつと
なります．「核溝」がみられる疾患をそれぞれの
特徴と共にお示しします．

第62回総会のお知らせ 

今年もHPでの開催となります．期間中にHPの
総会ページにログインしていただき，議案資料
（PDF）をご確認のうえ，議決権行使または委任
状登録をお願いします．
開催期間：詳細が決まりましたらNEWSLETTER
でお知らせいたします．

2023年USCAP雑誌購読申し込み案内

Modern	PathologyとLaboratory	Investigation	
2023年 1 月～12月号
各雑誌の年間購読料が決まりましたら

NEWSLETTERでお知らせいたします．

マイページにて申込手続きをお願いします．購
読を継続される方も必ず更新の手続きをしてくだ
さい．

76



申し込み期間：2022年 9月26日（木）正午～
� 10月21日（金）17時
・	本申し込みは販売収入事業となり消費税10%が
かかることご了承ください．

・	本申し込みは，IAP日本支部が代行し，情報管
理・配送手配はすべてUSCAPが行っておりま
す．

・	申込み期間外の受付，および購読中の住所変更
等はできません．

・	配送トラブルがある際は，一度IAP日本支部へ
ご相談ください．

・	継続購読の方は12月号翌年の 1月号と途切れ
なく配送されますが，新規購読者，また住所変
更をされた方では，雑誌の配送が遅れることが
多いことをご承知おきください．

・	Journalの購読は個人単位でとなっています．
個人名義で購入し，大学，病院の図書館で閲覧
というのは禁止されていることにご注意くださ
い．

事務局よりお知らせ

会員情報に変更のある方は，マイページにて変
更手続きをお願いします．

・IDは会員番号になります．
・	パスワードを忘れた方の再発行はメールアドレ
スと会員番号での照会になります．

・	発送物は，「郵送物」送付先と「請求書」送付
先をそれぞれ自宅か所属先に選択できます．窓
付き封筒のため紙面に住所が印字されますの
で，適宜ご選択ください．
理事選挙の投票，USCAP雑誌購読申込，総会

の議決権行使または委任状登録にはログインが必
要です．

IAP日本支部学会事務局　担当：平尾　みゆき
住所：〒162-0801　東京都新宿区山吹町358− 5
　　　アカデミーセンター
TEL：03−6824−9374／ FAX：03−5227−8631
Email：jdiap-post@bunken.co.jp

第34回IAP Congress （XXX IV International 
Congress of the International Academy 
of Pathology）
日時：バーチャル　2022年10月11日（火）～
　　　　　　　　　12日（水）
　　　　　現地　　2022年10月13日（木）～
　　　　　　　　　15日（土）
場所：	International	Convention	Centre,	Sydney,	

Australia
URL：https://iap-aus.org.au/events/iap2022/

2022年IAP日本支部病理学教育セミナー
日時：2022年11月19日（土）～12月 4日（日）
場所：Web開催
参加方法：
　　　	https://www.iapjapan.org/index_ja.html

からオンライン登録
参加申込期間：
　　　2022年10月 3日（月）～12月 3日（土）

第62回IAP日本支部総会
日時：2022年11月
詳細は決定次第お知らせします．

第112回USCAP Annual Meetings
日時：2023年 3月11日（土）～16日（木）
場所：New	Orleans,	Louisiana
URL：https://uscap.org/uscap-annual-meeting/
（上記URLには，第113回～117，119回の日程，
開催地も記載されています．）

第13回Asia Pacific IAP Congress （APIAP）
日時：2023年 6月16日（金）～19日（月）
場所：Penang,	Malaysia
URL：	https://www.utasmaju.com.my/events/13th-

asia-pacific-international-academy-of-
pathology-congress-2020/

第35回IAP Congress
日時：2024年10月26日（土）～31日（木）
場所：Cancun,	Mexico

Upcoming Meetings
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第36回IAP Congress
日時：2026年10月10日（土）～15日（木）
場所：福岡国際会議場
大会長：小田義直（九州大学形態機能病理学）
副大会長：清川貴子（慈恵医科大学病理学）
URL：	https://www.youtube.com/

watch?v=CLxntu 0 QIFA
　　　	https://www.iapjapan.org/meetings/

pdf/poster_2026congress.jpg

第17回日韓合同スライドカンファレンス，第 8
回日台合同スライドカンファレンスはCOVID-19
の影響により現在中止となっています．

賛助会員としてご支援いただいている下記の企
業・団体様には大変お世話になり，心より感謝申
し上げます．なお，賛助会員の年会費は50,000円
であり，IAP日本支部の発行物などをご紹介させ
ていただいています．私共の活動に賛同し，協力
していただける賛助会員をさらに募集しています
ので，会員の皆様からのご紹介やご勧誘をどうぞ
よろしくお願いいたします．

一般社団法人シーピーエル
株式会社キューリンパーセル
株式会社組織科学研究所
株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー
株式会社日本臨床社
株式会社フィリップス�ジャパン
株式会社臨床病態医学研究所
アストラゼネカ株式会社
サクラファインテックジャパン株式会社
ゼク・テック株式会社
平野純薬株式会社
フィンガルリンク株式会社
富士製薬工業株式会社
ホロジックジャパン株式会社
ライカマイクロシステムズ株式会社

編 集 後 記
新型コロナの急拡大，大雨による自然災害，止

まらぬ軍事紛争，物価高騰，世論を大きく騒がせ
る事件など様々な世情不安が続くこの頃ですが，
皆様いかがお過ごしでしょうか．ブレチン 3号
では2022年病理学教育セミナー（病理診断講習
会とスライドセミナー）と2023年USCAP雑誌購
読の申込案内がアナウンスされました．病理診断
講習会は誰もが病理診断に悩む原発不明癌がテー
マとして取り上げられ，臨床から 2講演，病理
から 2講演と内容の濃い企画となっています．ま
たスライドセミナーでは脳腫瘍の病理が新たな
コースとして加わります．いずれもオンライン形
式で実施されますので，非会員の方々にも是非ご
案内をいただき，多くの参加申し込みがあること
を願っております．また，USCAP雑誌（Modern	
Pathology、Laboratory	Investigation）は書店を
通じた雑誌購読料金よりもはるかにお得なIAP日
本支部会員特別価格で定期購読できますので，こ
れを機に個人購読をご一考ください．本号では特
集として“忘れられないこの 1例"，“病理画像アー
ト"の記事も掲載されています．特に病理画像アー
トは本号からの新企画です．これらの特集記事も
皆様に楽しんでいただければ幸いです．
	 （近藤哲夫）

JDIAP賛助会員

	 広報委員会　委員長　久岡正典
	 　　　　　副委員長　森谷卓也
	 　　　　　　　委員　長嶋洋治
	 　　　　　　　委員　近藤哲夫
	 　　　　　　　委員　湊　宏　
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